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会
話
や
生
活
習
慣
を
学
び
、
２
０
２
３
年

１
月
の
日
本
入
国
を
目
指
し
ま
す
。

　

採
用
予
定
者
は
決
意
表
明
で
「
日
本
の

労
働
不
足
に
貢
献
し
な
が
ら
、
母
国
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
生
活
安
定
の
た
め
に
頑
張
る
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
、
農
協

方
式
の
技
能
実
習
成
受
入
の
準
備
を
進
め
、

22
年
４
月
に
１
期
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
根
占
支
部
は
６
月
中
旬
、
同
Ｊ

Ａ
根
占
支
所
加
工
室
で
初
め
て
「
イ
ッ
サ

キ
団
子
」
作
り
を
開
き
、
部
員
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
イ
ッ
サ
キ
団
子
」
は
、
小
麦
粉
と
潰

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
、
砂
糖
を
混
ぜ
合
わ
せ

団
子
に
し
た
も
の
を
イ
ッ
サ
キ
（
ア
オ
ギ

リ
）
の
葉
で
挟
ん
で
蒸
し
上
げ
た
も
の
。

根
占
地
区
で
は
、
６
月
の
田
植
え
時
期
に

よ
く
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
郷
土
菓
子
。

　

参
加
し
た
部
員
は
、
基
本
の
材
料
に
、

干
し
ブ
ド
ウ
や
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を

　

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
上
旬
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

あ
る
外
国
人
技
能
実
習
生
送
り
出
し
機
関

「
Ｃ
Ｊ
Ｔ
Ｔ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
で
、「
農

協
方
式
」
外
国
人
技
能
実
習
生
２
期
生
の

雇
用
面
接
会
を
開
き
、
約
35
名
の
雇
用
希

望
者
が
集
ま
っ
た
。
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
水
際
対
策
が
緩
和
さ

れ
、
面
接
会
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
雇
用
希
望
者
へ
、
学
力
試
験

や
個
別
面
談
を
行
い
、
10
名
を
選
考
し
ま

し
た
。

　

今
回
選
考
さ
れ
た
10
名
は
採
用
予
定
者

と
し
て
今
後
日
本
語
学
校
に
入
校
。
日
本

で
の
生
活
に
順
応
す
る
た
め
、
日
本
語
の

加
え
、
よ
り
柔
ら
か
く
、
食
べ
や
す
い

「
イ
ッ
サ
キ
団
子
」
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

同
支
部
の
大
久
保
幾
美
支
部
長
は
「
昔

は
、
お
菓
子
類
が
豊
富
に
な
か
っ
た
か
ら
、

イ
ッ
サ
キ
の
季
節
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
今

の
時
期
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
イ
ッ
サ
キ
団

子
を
、若
い
人
達
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
内
の
若
手
肉
用
牛
農
家
が
６
月

24
日
、「
き
も
つ
き
」
の
肉
用
牛
市
場
に

活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
「
Ｋ
ａ
ｎ
ｏ
ｙ
ａ

和
牛
青
年
部
」
を
立
ち
上
げ
、
Ｊ
Ａ
鹿
児

島
き
も
つ
き
東
部
支
所
で
設
立
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
会
員
や
Ｊ
Ａ
、
鹿
屋
市
の
関

係
者
ら
約
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
20
代
〜
40
代
の
若
手
肉
用
牛

農
家
15
名
で
構
成
。
会
の
中
で
、
初
代
役

員
は
会
長
を
川
﨑
智
之
さ
ん
、
副
会
長
を

野
田
健
太
朗
さ
ん
が
務
め
ま
す
。

　

川
﨑
会
長
は
「
自
分
た
ち
若
手
が
畜
産

を
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
、

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
優
良
経
営
の
実

現
を
目
指
す
」「
地
元
で
開
催
さ
れ
る
鹿

児
島
全
共
を
率
先
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
鹿
児
島

の
２
連
覇
に
貢
献
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
６
月
27
日
、

肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
、
Ｊ
Ａ
が
実
施
す

る
「
鹿
児
島
全
共
盛
り
上
げ
大
作
戦
」
の

第
３
弾
、
対
象
店
舗
で
食
事
を
す
る
と
、

抽
選
で
５
０
０
名
に
約
１
万
円
分
の
鹿
児

島
県
産
黒
毛
和
牛
が
当
た
る
「
お
肉
を
食

べ
て
盛
り
上
が
ろ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
催
を
Ｊ
Ａ
や
対
象
店
舗
の
関
係
者
が
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
年
10
月
に
開
催

の
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島

県
大
会
（
鹿
児
島
全
共
）
へ
の
出
場
、
鹿

日本での技能実習を目指す採用予定者ら

Ｋａｎｏｙａ和牛青年部の会員

イッサキ団子作りの様子
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対
象
店
舗
の「
新
村
畜
産
生
肉
専
門
店
・

焼
肉
本
舗
」
を
経
営
す
る
村
商
株
式
会
社

の
新
村
順
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
は
「
畜

産
の
取
組
が
世
界
に
通
用
す
る
も
の
に
な

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
鹿
児
島
全
共
を
皆

で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語

り
、「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
を
行
い
ま
し
た
。

※ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
７
月
29
日
で
終
了
し

ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
選
者

の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
以
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
６
月
下
旬
、

外
国
人
雇
用
者
ら
の
主
食
米
用
に
普
通
期

米
を
作
付
け
し
た
田
ん
ぼ
で
補
植
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
や
外
国
人
雇
用

者
15
名
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
職
員
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
イ
ネ
を
食
害
す
る
タ
ニ
シ
の
駆

除
や
、
食
害
を
受
け
間
隔
の
空
い
た
箇
所

に
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

指
導
を
担
当
し
た
Ｊ
Ａ
の
堀
之
内
勇
輝

係
長
は
「
今
日
補
植
を
し
て
い
る
外
国
人

雇
用
者
の
母
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
日

本
の
様
に
農
業
用
機
械
が
普
及
し
て
い
な

い
た
め
、
手
で
苗
を
植
え
る
の
が
普
通
。

植
え
方
も
手
慣
れ
て
い
る
の
で
作
業
が
早

児
島
県
の
日
本
一
連
覇
を
目
指
す
同
Ｊ
Ａ

管
内
の
畜
産
農
家
の
活
躍
を
県
民
一
体
と

な
っ
て
応
援
、
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

実
施
。
同
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
が
経
営
す
る
店

舗
や
、
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
の
取
引
店
舗

に
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
地
域
・
農
業
活
性

化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
共
済
が
支

援
。
対
象
の
焼
肉
店
な
ど
全
11
店
舗
で
、

税
込
み
２
０
０
０
円
以
上
の
食
事
に
つ
き
、

抽
選
券
１
枚
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛
組
合
長
は
「
鹿
児

島
全
共
の
開
催
ま
で
後
１
０
０
日
近
く
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
鹿
児
島
県
産
の
美

味
し
い
牛
肉
を
食
べ
て
、
鹿
児
島
全
共
を

盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
は
、
外
国
人
雇
用
者
ら
の
食
費

負
担
を
減
ら
そ
う
と
休
耕
田
30
㌃
を
借
り

受
け
、
作
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
外
国
人
ら
が
管
理
作
業
を
交

代
で
実
施
、
生
産
さ
れ
た
米
は
主
食
米
と

し
て
利
用
す
る
計
画
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
７
月
１
日
、

今
年
10
月
に
開
催
の
第
12
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
（
鹿
児
島
全
共
）

へ
向
け
た
肝
属
地
区
集
合
指
導
を
鹿
屋
市

の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
に
開
催
を
控
え
る
肝
属
地
区

第
二
次
予
選
へ
向
け
、
出
品
牛
の
状
況
を

調
査
し
、
改
善
す
る
の
が
ね
ら
い
。

　

管
内
各
地
区
よ
り
48
頭
が
出
品
さ
れ
、

種
目
ご
と
に
個
別
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
合
指
導
終
了
後
に
は
「
栄
養
度
が
改

善
さ
れ
る
な
ど
、
日
ご
ろ
の
努
力
が
成
果

と
し
て
表
れ
て
い
る
。
今
日
そ
れ
ぞ
れ
指

導
さ
れ
た
こ
と
を
あ
と
ひ
と
月
で
改
善
し
、

29
日
の
二
次
予
選
に
臨
ん
で
欲
し
い
」
と

の
全
体
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
の
中
野
正
治
常
務
は
「
生
産
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
『
日
本
一
を
獲
得

す
る
』
と
い
う
目
標
を
是
非
と
も
達
成
し

て
欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

鹿児島全共の盛況を願う関係者

ＪＡ職員の指導を受ける外国人雇用者

集合指導の様子

きもつきNEWS
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「
保
存
方
法
」
や
「
麹
の
選
び
方
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
の
中
園

朱
美
部
長
は
「
他
Ｊ
Ａ
女
性
部
と
の
加
工

を
通
し
た
交
流
会
は
初
だ
っ
た
が
、
お
互

い
の
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
と
て
も
良

か
っ
た
。
参
加
し
た
部
員
は
、
今
日
学
ん

だ
事
を
地
区
に
持
ち
帰
っ
て
今
後
の
女
性

部
活
動
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
年
金
友
の
会
は

７
月
８
日
、
錦
江
町
サ
ン
ド
ー
ム
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
、
管
内
各
地
か
ら

９
チ
ー
ム
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

大
会
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
は
６
月

30
日
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
本
所
で
、
同
Ｊ

Ａ
女
性
部
と
「
食
品
加
工
に
つ
い
て
の
交

流
会
」
を
初
め
て
開
き
、
２
Ｊ
Ａ
の
女
性

部
員
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
交
流
会
は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

女
性
部
が
、
加
工
が
盛
ん
な
そ
お
鹿
児
島

女
性
部
か
ら
食
品
加
工
を
学
ぼ
う
と
企
画

し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
そ
お
鹿
児
島
女
性
部
加
工
班

員
に
「
甘
酒
」
や
、
納
豆
に
麦
麹
や
調
味

料
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
「
納
豆
も
ろ
み
」
の

作
り
方
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
児
島
き
も
つ
き
の
女
性
部
員
か
ら
は

　

参
加
者
は
、
暑
さ
に
負
け
ず
元
気
よ
く

プ
レ
ー
。「
久
々
の
大
会
で
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
良
い
運
動
に
な
っ
た
し
、

ど
っ
菜
市
場
の
お
弁
当
も
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
。
次
が
あ
っ
た
ら
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
「
鹿
屋
チ
ー
ム
」
が
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。

交流会の様子

優勝した鹿屋チーム

もろみ納豆

8/15
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「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  広報課  TEL 0994-41-5000 ㈹まで

Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
１ 

― 

５
０
０
０
㈹
ま
で

kg 1kg

女性部員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

ＪＡ⿅児島きもつき⼥性部
副部⻑（根占⽀部⻑）

⼤久保 幾美さん

定価（税込）
●普通月号　　　　　　　　　　629円
●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円
●家計簿付き 12月号　　　　  1,027円

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
大
根
占

支
部
は
７
月
６
日
、
錦
江
町
神
川
に
あ
る

「
サ
ン
ド
ー
ム
お
お
ね
じ
め
」
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
、
女
性
部
員

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ず
っ
と
今
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
」

と
い
う
声
と
共
に
、
プ
レ
イ
の
た
び
に
歓

声
や
笑
い
声
が
あ
が
り
、
暑
さ
に
も
負
け

ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

試
合
後
の
表
彰
で
は
、
1
位
〜
10
位
の

発
表
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
ほ
か
、
参

加
者
最
高
齢
95
歳
の
坂
元
サ
チ
さ
ん
に
特

別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
７
月
、
古

江
、浜
田
、古
里
の
三
区
で
お
じ
ゃ
ん
せ
（
ミ

ニ
デ
イ
）
を
開
き
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
七
夕
飾
り
」
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
何
を
作
ろ
う
…
ど
ん
な
飾
り

を
作
っ
て
い
た
か
し
ら
？
」「
思
い
出
さ
な

い
が
よ
〜
」「
昔
、
み
ん
な
で
作
っ
た
こ
ろ

が
よ
か
っ
た
ね
」と
い
い
な
が
ら「
輪
飾
り
」

や
「
三
角
つ
な
ぎ
」、「
吹
き
流
し
」
な
ど
、

自
作
の
飾
り
を
笹
に
つ
け
た
可
愛
い
「
七

夕
飾
り
」
が
で
き
て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
為
、
持
ち
帰
り
の

冷
や
し
中
華
は
、「
家
で
は
作
ら
な
い
か
ら

う
れ
し
い
」「
帰
っ
て
か
ら
が
楽
し
み
」
と

喜
ば
れ
ま
し
た
。

古里地区

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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こんにちはこんにちはＡコープＡコープです！
４S１K（清掃・接客・鮮度・品揃え・価格）
審査を実施しました
　Ａコープでは、より良い店作りを目指し
年１回「4Ｓ1Ｋ審査」を実施しています。
６月に役員、地域担当マネージャー、商品
担当と３つの目線で徹底審査を行いまし
た。これからも、「安心・安全」で「清潔な」
お店でお買い物いただけるよう全店で取組
んで参ります。 審査の様子審査の様子

皆様の家計を応援！

　毎日の食卓に欠かせない商品を厳選し、１ヶ
月間毎日お買得価格で提供しています。
　対象商品は、店頭のポスター、折込みチラシ
等でご案内しております。どうぞご利用下さい。

売場はもちろん、作業場の
細かいところまで、清掃が
ゆき届いているかチェック！

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉
　７月子牛せり市につ
いては、新型コロナウ
イルス感染症が全国各
地で再拡大している中
での開催となり、枝肉
相場への警戒感の高ま
りから肥育農家の導入
意欲も落ち込み、平均
価格は、611,075 円（税
込）、前月比▲ 16,301
円となりました。

　県内各地において、
新型コロナウイルス感
染が急拡大しておりま
す。より一層の感染対
策を心がけ、日々の飼
養管理に努めましょう。

７月分 畜産情報

9　2022.8 みのり



実 施 ⽇ 会   場 予約期間

９/３（⼟）･４（⽇） ⽥崎地区学習センター ７/25   
 〜８/５

９/５（⽉）･６（⽕） ⽥崎地区学習センター ７/26   
 〜８/５

９/７（⽔） ⾼隈地区交流促進センター 8/1〜12

９/８（⽊） ⿅屋市保健相談センター 8/1〜12

９/９（⾦）･10（⼟） ⿅屋市保健相談センター 8/2〜12
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 東海道新幹線の愛称の一つ
③　 天気予報で使う単位はヘク
トパスカル

⑥　 食事の＿＿にしっかりと手
を洗った

⑦　 ゾウガメのように水の少な
い所でも暮らせる亀

⑧　綿あめの芯棒に使うことも
⑩　 お化け屋敷で＿＿満点の演
出を楽しんだ

⑭　胸びれを広げて滑空します
⑯　 東北三大夏祭りの一つ、秋
田＿＿祭り

⑱　 個体と液体を分ける方法の
一つ

⑲　 マンションの賃貸情報に
載っています

⑳　 「姿勢が悪いよ」と言われや
すい体勢

ヨコのカギ
①　夏に咲く黄色い花
②　行きは良い良い＿＿は怖い
③　 レタスやゴボウは＿＿科の
植物です

④　すし屋の符丁でお茶のこと
⑤　能あるタカは隠してる？
⑦　 北海道の北部にある島。昆
布やウニが名産品です

⑨　停留所に止まります
⑪　 漢字などの横に小さな文字
で振ります

⑫　 海からそよそよと＿＿が吹
いてきた

⑬　英国の通貨単位です
⑮　 魚の下ごしらえをするとき
に取ることもあります

⑯　草を刈るときに使います
⑰　翼を持っています

クロスワードパズルの答え（2022 年８月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

ダ イ ダ イ ビ ワ

ブ タ イ ギ ン ガ

ル ガ ク ヤ シ

サ ク ラ ン ボ

サ セ イ ブ タ

ト ベ イ ラ ツ コ

ウ ニ ボ ー ナ ス

● 義父が育てた牛が高値で売られていく
様子を見ていたのが、つい先日のよう
に思えます。鹿児島の牛が日本一とな
る事を祈っています。（大姶良・80歳）
〇 だんだんと開催日が近づいてきた鹿児
島全共。地域一丸となって鹿児島全共
を盛り上げていきましょう！

● どっ菜市場にあるメロンを栽培されている福澤さんの記事を読
んで、東串良の農家さんが頑張っているのが伝わってきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東串良・58歳）
〇 「東串良でメロン作っている方がいるんだ」「食べてみたい」
など、他にもお便りをいただきました！機会がありましたら、
福澤さんが育てた甘くておいしいメロン、どっ菜市場で手に
取ってみてくださいね！
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶

❷ 
❸ ❶ ❷

❹ ❸

１．令和４年度第１四半期実績検討について
２．ディスクロージャー誌の備え置きについて
３．借入金の最高限度額について
４．業務報告書の提出について
５．信用供与等の最高限度額の設定について
６．その他

鹿屋支所管内鹿屋支所管内

中中
なかむらなかむら

村村　　一一
かずなりかずなり

成成  さんさん
平成８年11月14日生平成８年11月14日生

　
「
小
さ
い
頃
、
祖
父
が
農
業
を

す
る
の
を
見
て
育
っ
た
。
外
で
す

る
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
農

業
を
始
め
た
」
と
い
う
中
村
さ
ん

は
約
５
年
前
に
就
農
。
現
在
は
カ

ン
シ
ョ
や
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
合
わ

せ
て
11
㌶
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、「
紅
ま
さ
り
」

の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
「
農

業
は
良
く
も
悪
く
も
、
自
分
の

仕
事
の
成
果
が
目
に
見
え
る
形

で
出
て
く
る
か
ら
お
も
し
ろ
い
」

「
も
し
農
業
を
し
た
い
人
が
い
た

ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
堅
実
に
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
と
伝
え
た
い
」

と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
村
さ
ん
に
今
後
の

目
標
を
伺
う
と
「
今
、
基
腐
病
の

た
め
に
カ
ラ
イ
モ
の
栽
培
を
や
め

て
い
く
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

自
分
は
そ
ん
な
状
況
を
、
カ
ラ

イ
モ
の
地
位
を
取
り
戻
す
い
い
転

換
点
と
考
え
、
新
し
い
栽
培
法

を
色
々
勉
強
し
て
、『
今
』
に
合
っ

た
農
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　どっ菜市場の出荷者さんがかぶっている黄色い帽
子は、どっ菜市場出荷者の証。
　「生産者の顔」が見えるというのは直売所の利点で
すよね。
　皆さんは「推

お

し」の出荷者さんがいらっしゃいま
すか？　どっ菜市場でぜひ「推し」を見つけてみて
くださいね！

　６月 29日に第４回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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